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会 社 概 要

社 名 「ウインドナビ株式会社」
設 立 ２００３年１０月

資 本 金 １,０００万円

代 表 者 代表取締役社長 金谷 嘉明

所在地 【本社】京都市左京区岩倉南池田町７２番地の1

TEL：075-706-6611、FAX075-706-6646

【桂ｵﾌｨｽ】京都市西京区御陵大原1-36 京大桂ﾍﾞﾝﾁｬｰﾌﾟﾗｻﾞ北館303号

TEL：075-585-8812、FAX075-585-8813

URL：ｈｔｔｐ//ｗｗｗ.windnavi.com、Email：info@windnavi.com

事業内容 ① 業務厨房用省エネ排気フード「エレノーズ」他製造販売

② 省エネ分煙換気装置「分援くん」製造販売

③ 工場省エネ換気と排気回収処理装置の製造販売

④ 上記の各業務に伴う省エネ提案と企画・設計・施工・監理

⑤ 工業所有権の権利譲渡に伴うﾛｲﾔﾘﾃｨｰ事業

【保有工業所有権】

取得済特許国内２件、米国1件、国内特許3件申請中、登録済商標「WINDNAVI」



計画的

外気供給

従来比

換気量
３０～６０％
空調ロス
１/１０

風量＝100

外気

隙間風

従来換気

渦流の発生

外気

隙間風

ウインドナビシステム

風量≒50

計画的

外気供給

煙実験映像 煙実験映像透明度 ＝
換気性能

温度分布 ＝
空調性能

温度分布 温度分布

掻き混ぜる ＝
希釈（負圧）

高濃度のまま排出
＝ 収束分離（微陽圧）

排気誘導

提案技術の紹介

京都工芸繊維大学と共同研究開発 ⇒ ウインドナビシステム



特許の概要

発明の名称：「局所排気方法および換気方法、ならびに局所排
気装置および換気システム」

特許権者（出願人）：金谷嘉明

発明者：金谷嘉明

特許番号（公開番号／出願番号）：特許第4145502号（特開
2001-355889／特願2001-105645）

出願日（優先日）：2001年 4月 4日

海外出願特許番号等：WO2004/072558

関連特許：特許第4145922号

国内基本特許書 国内改良特許書 米国特許書



対象ﾆｰｽﾞ： 熱、煙、臭い、粉塵、省エネ、省コスト対策

住宅台所業務厨房 分煙換気 工場換気 防災排煙

事業化予定なし

性能効果未確認
ｺｽﾄﾀﾞｳﾝと施工性

向上

受注生産
企画・設計施工

性能効果確認済
近隣対策

処理コスト縮減

専用商品
「分援くん」販売中

性能効果確認済
空気清浄機不要
メンテナンスフリー

産学官共同研究
試作実績あり
事業化予定なし

性能効果確認済

専用商品
「ｴﾚﾉｰｽﾞ」販売中

主力事業
実績多数

性能効果確認済

4500万件市場
省エネ機器認定
が狙い目

主な利用分野と事業化の状況

事業化の状況

① 業務厨房用排気商品「ｴﾚﾉｰｽﾞ」を販売中 ⇒ 国内初Ⅴ=21ＫＱ国土交通大臣認定取得

⇒ 2008年6月より販売開始後2年半で約90台販売 佛教大学、飲食店等のリピート含め引き続き60台の販売見込み有り

② 分煙商品「分援くん」を販売中
⇒ ２００９年４月に日新製鋼㈱堺工場ｼｮｰﾙｰﾑ導入で高い評価、問合せ多数、日新製鋼㈱がシナジー効果検討中の報告有り

③ 工場換気から排気回収処理、脱臭までの一貫装置の企画・設計と製造販売・施工
⇒ 2009年１月一部上場某化学会社にﾃｽﾄ導入以来高い評価を得る、本格導入に向け設計・計画準備中

④、 ⑤、⑥ 製造・販売の事業化権をﾛｲﾔﾘﾃｨｰ契約譲渡を希望

国土交通大臣
の認定取得

消防の性能認定
が狙い目

厚生労働省の
性能認定が狙い目

ＣＯ２排出量規制・近隣
対策の強化が狙い目

ドラフトチャンバー

事業化予定なし

性能効果未確認
風量減と
性能アップ

１ ４２ ３ ５ ６

事業化中

権利譲渡相談応ず
権利譲渡希望



建物の消費エネルギーの構成

外気
34%

建物
30%

人体
18%

照明
18%

照明
5%

人体
16%

外気
64%

建物
15%

一般建物

出典：省ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ 出典：省ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ

空調エネルギーに占める換気の割合

出典：当社統計資料

一般建物 飲食店舗

延面積20,927㎡のホテルで941㎡（延面積の5％）の
厨房で消費する年間空調エネルギーが全体の43％
に達するという事例が報告が掲載されている

鹿島建設㈱系の出版社編
厨房設計計画の解説書

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000

事務所ビル

百貨店

スーパー

卸・小売業その他

コンビニエンスストア

ファミリーレストラン

ファーストフード

病院

学校

ホテル

業種別のエネルギー消費
原単位（MJ/㎡・年）
出典：省エネルギー庁

報告からも見えて来る 換気で起こる空調ロス

飲食系店舗のエネルギー消費
が跳び抜けている

何故 換気が空調ロスになるか？

厨房が在ると
大きくなる

空調換気で
約半分



調理換気が招く空調ロスのメカニズム （推測）

排気

隙間風
夏：40℃
冬：0℃

居室 居室廊下

調理室 居室廊下

室内
夏：25℃
冬：22℃

排気

隙間風
夏：40℃
冬：0℃

居室 居室廊下

調理室 居室廊下

室内
夏：25℃
冬：22℃

開口を塞ぐ

計画計画 実態実態

調理者の作業環境は
諦められている

調理者の作業環境は
諦められている

調理者は独自に改善策をとる
結果、成り行きで作業環境は
良くなるが大きなエネルギー

ロスが起こる

調理者は独自に改善策をとる
結果、成り行きで作業環境は
良くなるが大きなエネルギー

ロスが起こる



換気量を減らしたい訳 ＝ 実務者の要望多数

「ガス厨房でＶ=２０ＫＱの風量に出来るのであれば全面的な採用も検討します」
三井不動産、ＮＴＴファシリティーズ、花王、王将etc

換気量を減らせない訳 ⇒ 何故？

電化厨房はＣＯ２が発生しないため法規制がない、排熱量も少な
く換気量をガスの半分にできる。（電気）

電気調理器は熱上昇気流が小さく横風の影響を受け易いため同
じ換気量では捕集率がガスより劣る。（ガス）

厨房の換気量削減ニーズ



厨房換気量の法基準と国土交通省から示される設計基準

国土交通省監修の
建築設備設計基準

Ｖ：換気量、 Ｑ：厨房機器定格発熱量、 Ｋ：係数

法基準は不完全燃焼を起さない酸素濃度の確保が目的
技術基準の換気量は法基準の倍以上で、ガスと電気の差はない

ガス厨房の有効換気量（換気扇を設けた場合）

法基準 Ｖ＝４０ＫＱ（換気扇のみの場合）

Ｖ＝３０ＫＱ（排気フードⅠ形の場合）

Ｖ＝２０ＫＱ（排気フードⅡ形の場合）

技術基準 Ｖ＝排気フード面風速０．３～０．５ｍ／ｓｅｃ

電化厨房の有効換気量（①、②式の大なる値）
技術基準 ①Ｖ＝３０Ｐ

②Ｖ＝排気フード面風速０．３ｍ／ｓｅｃ



同時稼働の発生時間頻度
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1 0 . 0

1 5 . 0

2 0 . 0

2 5 . 0

3 0 . 0

3 5 . 0

4 0 . 0

4 5 . 0
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0 . 0 % 1 2 .5 % 2 5 .0 % 3 7 .5 % 5 0 .0 % 6 2 .5 % 7 5 .0 % 8 7 .5 % 1 0 0 .0 %

燃焼加熱調理器の同時稼働率

発
生
時
間
頻
度
（
％
）
業務厨房の使用実態

燃焼加熱調理器の同時稼働率
が40％以下である使用時間帯

が87％。
同時稼働率は最大60％程度

と報告されている。

換気設備は常時100％運転
⇒ 大きなエネルギーロスが

発生
改善には、先ず換気量を
減らすことが優先される。



地球温暖化防止で国際的に高まるＣＯ２排出量削減のニーズに
応える業務厨房向け省エネ換気商品「エレノーズ」の販売事業。
⇒ ２００８年６月の発売以来２年半で９０台販売の実績がある。

業界３０年の経験から、調理換気で起こる膨大な空調ロスと実務
者に根強い換気量削減のニーズを知り開発事業化。
⇒ ２０００年にｱｲﾃﾞｱ誕生、研究開発と並行して２００２年から実導入試験を開始

「少風量で高い排出性能」により空調ロスを減らす。これまで数十
件の実績で大きな省エネ、ＣＯ２削減効果を確認。
⇒ 空調消費電力平均５０％、全体の消費電力は最大４８％削減した実績がある

業務厨房の９０％以上はガス燃焼式、必要換気量が建築基準法
で定められ、それ以上に減らすことは出来ない課題があった。
⇒ 標準的な法定換気量計算式Ｖ＝４０ＫＱ

事業のコンセプトと目的



京都市北区原谷
特別養護老人ホーム「和順の里」

ウインドナビ調理換気テスト導入

特許取得済

電化厨房

床の汚れが少ない

竣工後３年



京都市上京区寺町
特別養護老人ホーム「つきかげ苑」

ウインドナビ調理換気テスト導入

特許取得済

電化厨房



ピーク電力（デマンド）
ベース電力（中間期：空調OFF）

ピークデマンドとの差48kw

空調機器電力量１２１ｋｗ ⇒ 空調ピーク日の機器最大稼動率４０％
空調熱源が半分で済む可能性がある

「つきかげ苑」の実績省エネデータ （２００６年７月７日施主資料）



試験導入した特養２件で大きな省エネ効果を確認

標準物件と比べた電気代

「和順の里」が５００～６００万円/年（３０％）のダウン
「つきかげ苑」が３００～４００万円（２５％）のダウン
（エスコ事業者及び施主の談話で確認）

12～14円／kwh

71.4w/㎡

333kw

4,670㎥

同用途の

オール電化物件平均値

（関西電力調べ）

49.7w/㎡46.2w/㎡単位契約基本電力量

◆床面積1㎡当りのデマンド電力

10.0円／kwh10.4円／kwh単位電力料金

◆年間電気代／年間電気使用量

3,376㎥4,765㎥延床面積

168kw220kw契約基本電力量（デマンド）

◆電気料金の基本となる

ピーク時の電力使用量

つきかげ苑
2004年6月竣工

和順の里
2003年1月竣工

オール電化
実施物件データ

同用途で京都一 ： 京都電力利用合理化委員会長賞受賞（２００６年）

35％ダウン 30％ダウン



開発した排気商品「エレノーズ」が国土交通大臣認定を取得

京都市環境局１９年度「みやこ（京）の環境みらい創生事業」の第一号に採択、
専用商品「エレノーズ」を開発。

平成２１年度「中小企業製品開発等支援補助金(実証等支援)事業」に採択、
ガス厨房とリニューアル対応を目指し、法基準の性能評価実証試験を受ける。

平成２２年１０月性能評価の結果「エレノーズＡＳ－Ａ型」がガス厨房の法定換
気量を半減（Ⅴ=２１ＫＱ）できる国土交通大臣認定を取得

エレノーズ エレノーズ



国内市場規模は飲食店舗が９１２，４９０件、
その他ホテル、旅館、病院、学校、ｺﾝﾋﾞﾆ
等を加えると１００万件以上。
⇒その殆んどがガス方式。

調理換気が引起す空調ロスは以前から知っているが、費用対
効果を考えると適当な対策が無いため諦めているのが現状。
⇒ （大和ハウス工業）

調理換気方式の採用は建築実務者（建築・設備の設計者及び
施工者）が９０％以上の決定権を持つ。

実務者の決定権には責任が伴う、新しい技術の採用には安心・
信頼できる根拠と採用のメリットが必要。

対象市場の規模と現状

87,137
38,664
29,883

65,051

19,615
35,010
45,105

101,945
153,383

226,554

24,982
12,103

73,058
一般食堂

日本料理

西洋料理

中華料理

焼肉

そば・うどん

すし

喫茶

酒場等

その他料亭等

事業所給食

弁当惣菜

給食ｾﾝﾀｰ
出典：総務省・厚生省統計ﾃﾞｰﾀ

国内
飲食店舗数
912,490件



建築業界は価格競争に晒され、閉塞感の漂う成熟し切った市場
であり、ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄが全てに優先される。

新築物件が減り、ﾘﾆｭｰｱﾙ物件が増える中で、省ｴﾈﾘﾆｭｰｱﾙは
国策として増加傾向。省ｴﾈ技術と省ｴﾈ商品は必須ｱｲﾃﾑ。

外食産業も価格競争に晒され、集客力と客単価アップに繋がる
投資以外は最低限に抑えられる成熟市場。

本年４月に全面施行された改正省エネ法で、飲食店やｺﾝﾋﾞﾆ等
は、ﾁｪｰﾝ全体で特定連鎖事業者に指定、省エネが義務となる。

市場と業界の動向



業務厨房の排気ﾌｰﾄﾞはﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞが本社のＡ社以外、国内に専業
メーカーはない。

多くは、ｸﾞﾘｽﾌｨﾙﾀｰﾒｰｶｰ、建築板金業者が周辺製品として設備
業者から受注して生産、その数は数千社におよぶ。

競合商品はＡ社の「換気天井ｼｽﾃﾑ」「ｷｬﾌﾟﾁｬｰｼﾞｪｯﾄ」、国内Ｂ社
の「ﾌﾚｯｼｭｴｱｰ供給式二重ﾌｰﾄﾞ」とＣ社の「ﾊｲﾊﾟｰﾌｰﾄﾞ」等がある

何れも換気性能では一定の効果が期待できるが、換気量削減に
よる省エネの方向性はなく、ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄの増加を伴う。
⇒ ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄは、従来ｼｽﾃﾑに比べ「換気天井ｼｽﾃﾑ」は約10倍、「ｷｬﾌﾟﾁｬｰｼﾞｪｯﾄ」は3
倍以上、「ﾌﾚｯｼｭｴｱｰ供給式二重ﾌｰﾄﾞ」と「「ﾊｲﾊﾟｰﾌｰﾄﾞ」は1.5倍

競合他社と類似商品



本年１０月、「エレノーズ」が国内初で国土交通大臣
認定取得、法定換気量を従来の約半分にすることが
法律で認められた。
⇒ 法定換気量計算式Ｖ＝２１ＫＱ、実務者の責任負担軽減

換気量が減ると①給排気ファンとダクト（風洞）縮小、②外気負荷
が減り空調機と電気容量縮小、③ダクトの縮小は建物階高抑制。
⇒ ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ抑制に繋がる

建築実務者はｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ抑制に高い感心、これまで「ガス式でも
換気量を減らせるか？」の問合せ多数。 ⇒ （三井不動産、大建設計、
ＮＴＴﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ、佐藤総合計画、乃村工芸社、きんでん、大成温調、大氣社、三冷社、
三晃空調、東洋熱学工業、積水ﾊｳｽ、花王、ﾊｳｽ食品、紀文食品、ミニストップｅｔｃ）

取得済みの国内特許２件と大臣認定、そしてｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ抑制のﾒ
ﾘｯﾄを伴う省ｴﾈ技術・商品は他社では真似の出来ない優位性。

商品の特徴と優位性

エレノーズ



認定取得を機に、これまでの実績とノウハウを活かしてガス厨房
まで販路と効果の拡大を図り、弊社事業の柱に育成。

他の「エレノーズ」従来機種も順次、性能評価を受け大臣認定を
取得し、対応範囲の拡大と共に商品ﾗｲﾝﾅｯﾌﾟの充実を図る。

【事業目標と短期販売計画】

◇ 国内市場100万件以上、「認定エレノーズ」設置台数平均5台/件、全体500万台以上。
◇ 厨房機器の消耗は激しく平均改修サイクル5年～12年、年間平均需要42～100万台。
◇ 実務者の根強いﾆｰｽﾞ期待、賛同と協力獲得、シェア10％（4.2～10万台）を目指す。
◇ 初年度、実質半年間で直販120台の販売、営業利益1,680万円を見込む。
◇ 2年度、直販と代理店販売で1,100台の販売、営業利益1億2,900万円を見込む。
◇ 3年度、代理店販売だけで3,360台の販売、営業利益3億1,200万円と投資回収を見
込む。

◇ 3年目以降は実績と評価が整い普及の加速を見込む、5年目にシェア5％で株式上場、
10年以内にシェア10％を目指す。

「認定エレノーズ」事業計画

リピート採用：佛教大学他、飲食ビル、店舗等に引続き約６０台程度の導入予定
「ガス厨房でＶ=２０ＫＱの風量に出来るのであれば全面採用を検討します」三井不動産、花王、王将etc



営業他2名増強、代理店
でAS型3,000台、AD型
300台、BSとBD型各30
台売上、CS・CD型性能
評価開始

営業2名増強、AS型直
販×500台と代理店
×500台、AD型直販
×50台、代理店×50台
の売上、BS・BD型性能
評価開始

即戦力営業他3名増強と
環境整備で広報・営業
活動をおこない、直販で
AS型×120台の売上、
販売代理店交渉、改良
AS・AD型の性能評価開
始

売上計画の説明

200,000 41,000 ▲56,200 税引後当期利益

202,000 42,000 ▲56,200 経常利益

312,000 129,000 16,800 営業利益

594,000（52.5）220,000（58.6）26,400（63.6）売上高計

510,000（52.9）

66,000（50.0）

7,200（50.0）

10,800（50.0）

―（ ―）

―（ ―）

195,000（59.0）

25,000（56.0）

―（ ―）

―（ ―）

―（ ―）

―（ ―）

26,400（63.6）

―（ ―）

―（ ―）

―（ ―）

―（ ―）

―（ ―）

認定エレノーズAS型

エレノーズAD型

エレノーズBS型

エレノーズBD型

エレノーズCS型

エレノーズCD型

第１０期

（平成２５年 ９月期）

第９期

（平成２４年 ９月期）

第８期

（平成２３年 ９月期）

事業・商品別計画

（事業名・商品名）

販売・利益計画

（単位：千円）

（ ）内は粗利益率



国土交通大臣認定を取得した排気性能
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ｎ（排気量/理論排ガス量）

捕
集
率
（
％
）

3 2 .3ｋｗ 26 .9ｋｗ 21 .5ｋｗ 16 .1ｋｗ 10 .8ｋｗ 要求直線

建築基準法要求性能直線

従来排気ﾌｰﾄﾞ
要求性能

建築基準法施行令20条の3第2項第1号ロ「火気使用室の換気設備」の評価基準実証試験
実施機関：財団法人建材試験センター 中央試験所

認定エレノーズ
実証試験性能：ｎ＝20.7

V＝21KQの性能を確認



大阪府八尾市 ラーメンチェーン店「魁力屋」

特許取得済

ウインドナビ elenose
（エレノーズ）

ガス厨房

エレノーズ

＆

バルーン吹出口



調理場側 サーモグラフィー測定映像

従来標準「鶴見店」
空調機21馬力設置

導入モデル「八尾店」
空調機16馬力設置

ラーメンチェーン店「魁力屋」の室内温度環境改善効果

客席側 サーモグラフィー測定映像

導入店は当初から空調機
５馬力（４．１９ｋｗ）を減らした

5～10℃の改善効果

5～10℃の改善効果



ラーメンチェーン店「魁力屋」１年間省エネ実績評価

消費電力３０％／年削減

運用コスト２６％／年削減

ＣＯ２排出量１２．７ｔｏｎ－ＣＯ２／年削減

動力（空調）単独では３９％／年削減

が確認されました



（Ａ）中間階 居酒屋店舗 Ａ

従来空調換気方式

店舗面積：１１６.４㎡（客席６０）

（Ｂ）最上階 居酒屋店舗 Ｂ

ウインドナビ方式採用

店舗面積：１１６．４㎡（客席７６）

単位：kwh

中間階　居酒屋 最上階　居酒屋 比較差

A B C=A-B

7 6,388 5,473 914

8 6,977 5,442 1,535

9 5,124 4,213 911

10 4,162 3,667 495

11 4,634 3,253 1,381

12 6,134 3,927 2,207

1 6,361 3,783 2,578

2 5,276 3,321 1,956

3 5,203 3,427 1,776

4 4,242 3,091 1,151

5 4,311 3,511 800

6 5,165 4,441 724

合計 63,977 47 ,549 16 ,428

月分

月

Ｋｗｈ

同一ビル内 同業態の2009年7月～2010年6月実績消費電力比較データ
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国道近江八幡店

膳所店

５５ヶ月分の省エネ、ヶ月分の省エネ、CO2CO2削減率削減率4848％（％（3737..22ｔ）、運用コスト削減率ｔ）、運用コスト削減率5858％（１％（１9393万円）万円）

膳所店

オール電化ウインドナビ方式採用

設置空調機：５８ｋｗ（２１ＨＰ）

店舗面積：１７７㎡（客席７６）

国道近江八幡店

電気・ガス併用従来空調換気方式

設置空調機：１１７ｋｗ（４２ＨＰ）

店舗面積：１７６．９㎡（客席８７）

月

千円
今年の猛暑に、半分の空調機で
冷房は快適であったとの評価

「餃子の王将」同規模店 2010年5月～2010年9月実績消費電力比較データ



販売戦略と資金需要

株式会社有馬工業所

ｽﾃﾝﾚｽ板金加工製造技術

ウインドナビ株式会社

国内特許2件、米国特許1件
国土交通大臣認定

技術ノウハウと実績の蓄積
企画設計・検品・試運転調整

契約

技術指導

新規契約企業

ｽﾃﾝﾚｽ板金加工製造技術
販売代理店（募集中）

利益率21％予定
地域指定独占契約
既存販売網有り

ｱﾌﾀｰﾒﾝﾃ体制
定期点検報告契約

ﾆｰｽﾞ・ﾉｳﾊｳ

のﾌｫﾛｰﾊﾞｯｸ契約

建築実務者

建築設計事務所
店舗設計事務所
設備設計事務所
ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾊﾟｰ
建材商社

建築行政機関
一級建築士
建築設備士
建築施工会社
店舗施工会社
設備施工会社

飲食店ﾕｰｻﾞｰ

ＯＥＭ製造

「認定エレノーズ」２０１１年１月から新発売、新しい営業展開を開始

製造・卸しﾌﾛｰ

その他ﾕｰｻﾞｰ

省ｴﾈﾕｰｻﾞｰ

行政ﾕｰｻﾞｰ

事業所ﾕｰｻﾞｰ

販売ﾌﾛｰ

１月2日空調タイムス（業界新聞） １２月２５日発売１月号
月刊ＢＥ建築設備（業界誌）

６ヶ月間広告掲載１月予定 日刊工業新聞

「認定エレノーズ」

1月中にカタログ・計画要領
施工要領・取扱い説明完成

ＤＭの発送

ﾌｫﾛｰ訪問営業
ＨＰの更新

人材増強と広告・宣伝の拡大及び製造・管理体制の整備が急務



今後のロードマップ と コストシミュレーションの机上比較

資金の調達

人材の確保と管理体制強化、社内環境整備

請求書発行、資金回収の対応

発注、製造、納品、試運転調整の対応

見積、打合せの対応

計画・設計サービス営業（スペックイン）

問合せ対応・訪問フォロー営業

ＤＭ先選定、ＤＭ順次発送（100社毎に1,000～2,000社）

新規カタログ他営業資料の企画・製作・整備

業界誌「ＢＥ建築設備」認定取得発表・6ヶ月間広告掲載
日刊工業新聞・空調タイムス他業界誌・新聞発表と広告掲載

2013
Ｑ1

2012
Ｑ4

2012
Ｑ3

2012
Ｑ2

2012
Ｑ1

2011
Ｑ4

2011
Ｑ3

2011
Ｑ2

2011
Ｑ1

2010
Ｑ4

項目

符号 対象店舗業態 面積 従来方式 ウインドナビ方式 ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ差 運用コスト差 回収 備　　考

換気 ｲﾆｼｬﾙ 運用 換気 ｲﾆｼｬﾙ 運用 増加 増加 減少 減少

方式 コスト コスト 方式 コスト コスト 額 率 額 率 年数 イニシャルコスト算定条件

（単位） ㎡ 第*種 千円 千円/年 第*種 千円 千円/年 千円 ％ 千円/年 ％/年 年 （空調設備のみ）

① レストランA 280.5 3 13,150 1,221 1 13,063 953 -87 -0.7% 268 22% 不要 機器+工事（材工）設計価格

② レストランB 679.0 1 31,040 3,469 1 26,580 2,119 -4,460 -14% 1,350 39% 不要 機器のみ定価比較

③ 牛丼店A 78.0 3 2,376 783 1 2,593 421 217 9% 362 46% 0.6 機器+工事（材工）設計価格

④ 牛丼店B 68.0 1 3,188 1,008 1 2,831 407 -357 -11% 601 60% 不要 機器+工事（材工）設計価格

⑤ 牛丼店Ｃ 99.9 3 2,110 1,020 1 2,430 851 320 15% 169 17% 1.9 機器+工事（材工）設計価格

⑥ ｽｰﾌﾟｶﾚｰ店 85.0 1 5,345 516 1 4,844 200 -501 -9% 316 61% 不要 機器のみ定価比較

⑦ コンビニ 174.0 3 3,108 642 1 3,393 429 285 9% 213 33% 1.3 機器+工事（材工）設計価格

⑧ ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ店Ａ 289.4 1 15,683 4,206 1 14,228 2,459 -1,455 -9% 1,747 42% 不要 機器+工事（材工）設計価格

⑨ ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ店Ｂ 398.0 1 19,110 4,521 1 16,119 2,838 -2,991 -16% 1,683 37% 不要 機器+工事（材工）設計価格

平均値 239.1 10,568 1,932 9,565 1,186 -1,505 -3.0% 745 39.6% 1 .3



空調換気方式別 初期投資コストの目安

ご採用頂いた実務者（建築士など）の評価

従来比の初期投資コストイメージ （ｵｰﾌﾟﾝｷｯﾁﾝの200㎡飲食店）

１年以上の実使用で空調、換気性能に問題がなく、見栄えも室内環境も良くなり、省エネと省運用コスト
実績は期待以上。初期コストが従来より増加しない（回収不要）のは非常に有効な環境技術である。

上表は新規出店工事時を想定しています、店舗面積が大きい方が効果も大です。
また従来換気量はＶ＝４０ＫＱとして、ウインドナビはＶ＝２０ＫＱとして予測したものです。

コストイメージ表
初期コストを比較する
従来物件の設備仕様

（厨房と客席は同一空間とする）

換気方式 空調方式 換気 空調

厨房非空調 ① 排気ダクトとファン減、エレノーズ増、換気工事約0～10％Up

客席（食堂）空調 ② 調理換気と客席空調の運用コスト差で、回収0～3年

厨房スポット ① 上記＋客席空調減で空調換気工事約0～5％Up

客席（食堂）空調 ② 上記同様で回収、0～1.5年

厨房非空調 ① 給排気ダブル減と客席空調大幅減で空調換気工事費Down傾向

客席（食堂）空調 ② 回収不要、運用コストの大幅減メリット

厨房スポット ① 給排気ダブル減と客席空調大幅減で空調換気工事費Down傾向

客席（食堂）空調 ② 回収不要、運用コストの大幅減メリット

厨房スポット ① 給排気と外気処理減、空調大幅減、空調換気工事費MAX15％Down

客席（食堂）空調 ② 回収不要、初期コストと運用コストが大幅減でダブルメリット

全域空調 ① 給排気と外気処理減、空調大幅減、空調換気工事費MAX20％Down

客席（食堂）空調 ② 回収不要、初期コストと運用コストが大幅減でダブルメリット

第一種
機械換気
＋外気処理
給気

従来設備仕様のまま

エレノーズ採用の
初期コストイメージ

初期コスト差額を運用コスト差額で
回収する場合のコスト差と回収イメージ

（①初期コストのアップ率、②予想回収期間）

第三種
機械換気
＋自然給気
（ｶﾞﾗﾘ等）

第一種
機械換気



大阪市西梅田 京野菜料理「接方来」ﾌﾞﾘｰｾﾞ・ﾌﾞﾘｰｾﾞ店

特許取得済

ウインドナビ elenose
（エレノーズ）

エレノーズ

＆

バルーン吹出口

ガス厨房



大阪市福島 吉紹ビル7階
ｽﾍﾟｲﾝﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ「NINO TRAVUESO」 福島店

特許取得済

ウインドナビ elenose
（エレノーズ）

エレノーズ

電化厨房



大阪市福島 吉紹ビル8階
居酒屋「つぼ八 わっよう」 福島店

特許取得済

ウインドナビ elenose
（エレノーズ）

エレノーズ

＆

バルーン吹出口

電化厨房



滋賀県草津市
焼肉 「純近江牛 安田 良」草津店

特許取得済

ウインドナビ elenose
（エレノーズ）

エレノーズ

＆

バルーン吹出口ガス厨房



東大阪市東石切 テラス石切1階
麺居酒屋「梅ヶ丘」石切店

特許取得済

ウインドナビ elenose
（エレノーズ）

エレノーズ

電化厨房



東大阪市東石切 テラス石切1階
飲茶茶寮「長 慶」石切店

特許取得済

ウインドナビ elenose
（エレノーズ）

エレノーズ

電化厨房



京都市左京区岡崎 ドイツパン屋
ベッカライ 「ペルケオ」 岡崎店

特許取得済

ウインドナビ elenose
（エレノーズ）

エレノーズ

電化厨房



滋賀県大津市 JR膳所駅前
中華料理 「餃子の王将」 膳所店

特許取得済

ウインドナビ elenose
（エレノーズ）

エレノーズ

電化厨房



焼肉「味楽園」福島店

特許取得済

ウインドナビ elenose
（エレノーズ）

エレノーズ



京都府立医科大学 化学薬品臭気対策

特許取得済

ウインドナビ elenose
（エレノーズ）



佛教大学二条東キャンパス 学生食堂

特許取得済

ウインドナビ elenose
（エレノーズ）

エレノーズ



大阪府四條畷市 「飯盛斎場」

ウインドナビ分煙装置 「分援くん」

特許取得済



大阪府堺市 日新製鋼堺工場 「Ｆ－Ｔｅｃｈ・Ｐｌａｚａ」

ウインドナビ分煙装置「分援くん」

特許取得済



某化学工場でのウインドナビ波及効果

専用排気器具
「エレノーズ」

排気量・ダクト
従来比：１／４

弊社 強アルカリ水シャワー式
湿乾式粉塵回収装置

容量従来比：１／４ 回収率85％

弊社土壌脱臭装置
従来比：１／４
脱臭率９０％以上

従来比
排気量1/4

ファン・ダクト
1/4

処理風量
ﾌｨﾙﾀｰ1/4

処理装置
コスト1/4

近隣
対策



某化学工場導入効果の確認

導入前後のサーモグラフィー計測温度雰囲気が７～８℃低下

空調性能空調性能

換気量従来比１/４
10,000m3/h⇒ 2,500m3/h

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｶｳﾝﾀｰ出口計測
従来比２倍以上の濃度

生産機械１台当り
換気消費電力値従来比1/４

1.6kw ⇒ 0.4kw

７５％削減７５％削減

臭い減少
空気が爽やかに

臭い減少
空気が爽やかに

７５％削減７５％削減



住宅用排気誘導型レンジフードの研究成果

排気誘導装置
組込ＩＨ調理器試作機

排気誘導型
レンジフード試作機

単独設置
排気誘導装置試作機



室内絶対湿度上昇／開発レンジフード②60Hz、給気60Hz、誘導装置60Hz運転時
風量　268 [m3/h]
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室内絶対湿度上昇／従来レンジフード⑤強運転時（誘導装置なし）
風量 321 [m3/h]
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家庭用排気誘導機器（レンジフード）の性能試験報告

従来IH＋
従来レンジフード

室内絶対湿度上昇／従来レンジフード⑤強運転、誘導装置60Hz運転時
風量 323 [m3/h]
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開発IH＋
従来レンジフード

開発IH＋
開発レンジフード

調理者位置

調理者天井位置

室内中央天井位置
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調理水蒸気が洩れた量
時系列変化グラフ

ファン能力は
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ライセンス条件

実施権譲渡の形態：非独占的通常実施権
譲渡対象とする事業分野は弊社事業の全て相談可能です。

対価：要相談

契約期間：要相談

地域・事業分野：要相談

技術の実証度合い ：製品レベル（販売実績あり）から未
開発まで広範囲の分野に及ぶ



御興味の有る方は、下記にご連絡下さい。

京都府知的所有権センター
特許流通アドバイザー 福本徹

〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町134 京都リサーチパーク内
京都府産業支援センター2階
電話：075-326-0066

携帯：090-5198-7535 
E-mail：fukumoto-ad@adp.jiii.or.jp 

ご静聴ありがとうございました


